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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年2月13日(2014.2.13)

【公開番号】特開2011-174047(P2011-174047A)
【公開日】平成23年9月8日(2011.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2011-036
【出願番号】特願2010-285918(P2010-285918)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月24日(2013.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色相のなす角が１０度以上の複数の有機顔料を含有してなるインクであって、
　前記インクにより記録された所定の記録画像について下記式１で算出されるブロンズ値
Ｂが０．０以上１２．０以下であり、下記式２で算出される彩度値Ｃが６５．０以上であ
り、２０度光沢値ＧＢが３０．０以上であることを特徴とするインク。

（ここで、Ｘｘ45、Ｙｘ45、Ｚｘ45は、前記画像の法線を基準として４５度方向の照明に
対する正反射方向の反射光の三刺激値であり、Ｘｓ45、Ｙｓ45、Ｚｓ45は、同条件におけ
る照明光の三刺激値であり、これらは下記の関係式を満たすものとする。）
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（ここで、Ｘｘ0、Ｙｘ0、Ｚｘ0は、前記画像の法線を基準として４５度方向の照明に対
する法線方向の反射光の三刺激値であり、Ｘｓ0、Ｙｓ0、Ｚｓ0は、同条件における照明
光の三刺激値であり、これらは下記の関係式を満たすものとする。）

【請求項２】
　前記複数の有機顔料が、顔料Ａ及び顔料Ｂの２種類の顔料であって、色材として顔料Ａ
のみを含有する対照インク１及び色材として顔料Ｂのみを含有する対照インク２によって
それぞれに記録された所定の記録画像において、それぞれの画像におけるブロンズ値をＢ
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A及びＢB、それぞれのＧＢ値をＧＢA及びＧＢBとしたときに、ＢA＞ＢB、及び、ＧＢA＜
ＧＢBの関係が成り立つ請求項１に記載のインク。
【請求項３】
　インク中の前記顔料の合計含有量（質量％）が、インク全質量を基準として、２．０質
量％以上１０．０質量％以下である請求項１又は２に記載のインク。
【請求項４】
　前記複数の有機顔料が、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー：１２、１３、１４、１７、２０
、２４、７４、８３、８６、９３、９７、１０９、１１０、１１７、１２０、１２５、１
２８、１３７、１３８、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４、１６６、１
６８、１８０、１８５；Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ：１６、３６、４３、５１、５５、
５９、６１、７１；Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：９、４８、４９、５２、５３、５７、９
７、１２２、１２３、１４９、１６８、１７５、１７６、１７７、１８０、１９２、２１
５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２３８、２４
０、２５４、２５５、２７２；Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット：１９、２３、２９、３
０、３２、３７、４０、５０；Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１５、１５：１、１５：３、
１５：４、１５：６、２２、６０、６４；Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン：７、３６；Ｃ．
Ｉ．ピグメントブラウン：２３、２５、２６からなる群から選択される請求項１乃至３の
いずれか１項に記載のインク。
【請求項５】
　前記複数の有機顔料が、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、ピグメントレッド１２２
、ピグメントイエロー７４、及びピグメントイエロー１２８からなる群から選択される請
求項１乃至３のいずれか１項に記載のインク。
【請求項６】
　インクを収容するためのインク収容部を備えてなるインクカートリッジであって、
　該インク収容部に収容されたインクが、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のインク
であることを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項７】
　インクをインクジェット方式の記録ヘッドから吐出させて記録媒体に記録を行う工程を
有するインクジェット記録方法であって、
　前記インクが、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のインクであることを特徴とする
インクジェット記録方法。
【請求項８】
　色相のなす角が１０度以上の複数の有機顔料を含有してなるインクの調製方法であって
、
　前記インクにより記録された所定の記録画像について、下記式１で算出されるブロンズ
値Ｂが０．０以上１２．０以下であり、下記式２で算出される彩度値Ｃが６５．０以上で
あり、２０度光沢値ＧＢが３０．０以上となるように複数の顔料を選択してインクを調製
することを特徴とするインクの調製方法。

（ここで、Ｘｘ45、Ｙｘ45、Ｚｘ45は、前記画像の法線を基準として４５度方向の照明に
対する正反射方向の反射光の三刺激値であり、Ｘｓ45、Ｙｓ45、Ｚｓ45は、同条件におけ
る照明光の三刺激値であり、これらは下記の関係式を満たすものとする。）
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（ここで、Ｘｘ0、Ｙｘ0、Ｚｘ0は、前記画像の法線を基準として４５度方向の照明に対
する法線方向の反射光の三刺激値であり、Ｘｓ0、Ｙｓ0、Ｚｓ0は、同条件における照明
光の三刺激値であり、これらは下記の関係式を満たすものとする。）
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